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当組合の信用事業を中心とした経営内容 

みなみ魚沼農業協同組合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

平素より、「みなみ魚沼農業協同組合」をお引き立ていただきまして、誠

にありがとうございます。 

当組合の令和６年度上半期における経営内容を皆さまにご紹介するため、

「当組合の信用事業を中心とした経営内容」を作成いたしました。 

是非、ご一読いただきますようお願い申し上げます。 

 

令和６年１０月吉日 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各項目における報告基準年月 

令和６年８月末・・・・令和６年度上半期の状況 

令和６年２月末・・・・直近の決算期の状況 

令和５年８月末・・・・前年の上半期の状況 

   （単位未満切捨にて表示しておりますので、計が一致しない部分があります） 
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Ⅰ 地域貢献に関する取り組み 

 

１．全般に関する事項  

 

  みなみ魚沼農業協同組合（組合員数１５，２８７人、出資金額１,９８９百万円：令

和６年８月末現在）は、南魚沼市及び南魚沼郡湯沢町を事業区域とする農業者を中心と

した地域住民の方々が組合員となり、相互扶助（お互いに助け合い発展していくこと）

を共通の理念として運営される協同組織であり、地域農業の活性化に資する地域金融機

関です。 

  当組合の資金は、組合員をはじめ地域の皆さまからお預かりした、大切な財産である

「貯金」を源泉としております。当組合ではその資金を、必要とされる組合員のほか、

地方公共団体、農業関連産業などに融資することで、豊かな暮らしと地域の農業、産業

の発展に寄与すべく事業を行っております。 

 また、各種金融機能・サービスを提供するだけでなく、営農、経済事業など総合的に 

事業を展開し、地域の協同組合として農業や助け合いを通じた社会貢献に努めておりま

す。 

 

２．地域からの資金調達（貯金）と地域への資金供給（融資）の状況  

 

（１）貯金の状況 

   貯金の取り組みにおいては、貯金残高増強を掲げ、年金受給者向け定期貯金「ゆ

たか」や３年、５年もの特別金利定期貯金「ほなみ」等、金利上乗せ商品を提供し、

好評をいただいております。 

 

貯金・定期積金残高の推移                 （単位：百万円） 

貯金種目 令和６年２月末 令和６年８月末 増 減 

当座性貯金 ６６，１７３ ６５，５９９ ▲５７４ 

定期貯金 ５５，２３９ ５４，０９０ ▲１，１４９ 

定期積金 ２，８３７ ２,６８９ ▲１４８ 

合計 １２４，２５０ １２２，３８０ ▲１，８７０ 
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（２）貸出金の状況 

    融資の取り組みにおいては、融資専任営業を中心に、低利な農業関連資金「アグ

リⅤ」を中心とした農業者の資金需要への対応や、住宅ローンやマイカーローン等

のキャンペーンによる生活関連資金対応を行うなど、出向く提案型融資の実践によ

り利用者の生活安定化に向けた支援を行い、メインバンク機能強化に努めました。 

 

① 貸出先別貸出金残高の推移               （単位：百万円） 

取引先区分 令和６年２月末 令和６年８月末 増 減 

組合員等 ２７，８０１ ２８，２２３ ４２２ 

地方公共団体 ５３８ ８６４ ３２６ 

その他 ３，７３６ ３，２６４ ▲４７２ 

合計 ３２，０７６ ３２，３５３ ２７７ 

 

② 制度融資の取扱い状況（抜粋）             （単位：百万円） 

資金種目 令和６年２月末 令和６年８月末 増 減 

農業近代化資金 ６７ ６７ ０ 

農林水産業振興資金 ― １ １ 

排水設備資金 １ １ ０ 

農業経営基盤強化資金 １５０ １４９ ▲１ 

 

３．文化的・社会的貢献に関する事項（地域とのつながり） 

（１）文化的・社会的貢献に関する事項 

① 日本一のお米「南魚沼産コシヒカリ」の産地で育つ子供たちに地元食材の美味

しさを学び、地域を愛する心を育んで欲しいとの願いから行政と協力し、南魚沼

市内及び湯沢町の全小中学校の学校給食米を南魚沼産コシヒカリにする為の助成

を行っています。 

 

② コロナ禍が終息した中で、開催されるイベントに積極的に協賛し、当ＪＡ職員

も参加することで南魚沼の観光行事を盛り上げ、管内の特産品のＰＲを行うなど

地域社会の活性化に取り組みました。 
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③ 小学生対象の食農教育活動では、通年型体験教室「あぐりスクール」の在り方

を見直し、単発募集型の「あぐり体験」を６月～９月の間に計４回開催しました。

昨今の世界的な取り組みを踏まえ、地産地消・食品ロスなどＳＤＧｓに繋がる内

容で活動しました。 

  また、「夏休み子ども料理教室」は昨年に引き続き「あつまれ！みんなのおにぎ

り」のタイトルで、夏休み期間と学校田の収穫期間の２期に渡り「オリジナルお

にぎり」の写真を募集することになり、第１期では昨年を大幅に上回る数の写真

が集まりました。第２期応募期間終了後に各賞の選考会を行います。応募写真は

当ＪＡホームページ、インスタグラムなどでご紹介する予定です。 

 

④ 「ＪＡみなみ魚沼組合長杯ゴルフ大会」が開催され、１７３名の方から参加

いただき好評を得て終了しました。 

 

（２）利用者ネットワーク化への取り組み 

① 市民・町民同士の助け合いにより、安心して生活するために助け合いの輪を広

げることを目的とした「ＪＡしあわせ組織」ではＪＡデイサービスでの花植えや

畑の整備、利用者へのクリスマスプレゼントや正月には箸袋の贈呈などの活動を

行っています。 
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（３）情報提供活動 

① 毎月発行の広報誌「輝けみなみ」、コミュニティ誌のふれあいかわら版「みな

っと！」、各支店による「支店だより」を発行し、地域の皆様に情報と話題を提

供しております。 

 

② 地元ラジオ局「ＦＭゆきぐに」の当ＪＡ番組放送の中で、地域へ向けた各種情

報の提供を行っております。 

 

③ インターネット上にホームページを開設し、当組合の事業内容や地域の農業と

くらしに関する情報などを発信しています。また、ECサイトをリニューアルし、

より使いやすく、魅力的な商品ラインナップを提供できるよう努めております。 

ホームページアドレス  https://www.ja-m-uonuma.or.jp/ 

 

④ facebookを開設し、直売所をはじめとする各事業所のイベント情報など、 

ＪＡみなみ魚沼に関する身近な情報を随時発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡみなみ魚沼 facebook 

 

https://www.ja-m-uonuma.or.jp/
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（４）信用店舗体制 

     南魚沼市及び南魚沼郡湯沢町を事業区域とし、管内には本店をはじめ六日町・

六日町中央・浦佐・塩沢・湯沢の５支店を展開しており、地域に密着した金融機

関として農業や地域社会への貢献に努めております。 

また、ＡＴＭを上記の本・支店に併設しているほか、五十沢・城内・大巻・藪

神・大崎・東・石打・中之島・上田の各地区とはりまやナッツ店にも設置してお

り、利用者への利便性向上に努めております。 

 

（５）地域農業振興への取り組み 

ＪＡみなみ魚沼は、組合員とともに自己改革の３つの基本目標である「農業者

の所得増大」「農業生産の拡大」の取り組みを通じ、地域の農業の発展による「地

域の活性化」に取り組んでいます。また、環境の変化に柔軟に対応し、ＳＤＧｓ

への貢献に向け、自己改革の実践サイクルを通じた持続可能な地域農業振興・地

域社会づくりの貢献に取り組んでおります。 

 

○「農業者所得の増大」「農業生産の拡大」に向けて              （８月末実績値） 

重点取組事項 目標値 実績値 達成度 

需要に応じた 

南魚沼産米の生産と販売拡大 

・農畜産物の販売高増加 

 

 

 

69.7億円 35.8億円 51.3% 

○市中の流通量減により販売環境は改善し

たが生産資材高騰に見合った販売価格への

コスト転嫁が今後の課題 

○両直売所ともに来客数が昨対クリアし好

調維持、全体では計画対比１０２％ 

南魚沼産米の有利販売追求と 

安定供給の実現 

（コシヒカリ独自販売比率） 

 
92％ 89.5％ 97.2％ 

○実需者から求められる高品質・良食味米

の生産に取り組んだ 

農業者応援者事業による 

営農活動支援 

 
2千万円 － － 

○助成申請受付５７７件 

○申請に対して２．５千万円を支払予定 
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Ⅱ 財務状況や事業に関する取り組み 

 

１．農協法に基づく開示債権の状況及び金融再生法開示債権区分に基づく債

権の保全状況（単体）  

（単位：百万円） 

債 権 区 分 債 権 額 

保 全 額 

担  保 保  証 引  当 合  計 

破産更生債権および 

これらに準ずる債権 

令和６年８月末 ２１４ ４５ ９８ ７０ ２１４ 

令和６年２月末 ２１５ ４７ ９０ ７７ ２１５ 

危 険 債 権 

令和６年８月末 ４２９ ２３７ ７２ １１９ ４２９ 

令和６年２月末 ４１８ ２３５ ５８ １２４ ４１８ 

要管理債権 

令和６年８月末 ２ ２ ― ０ ２ 

令和６年２月末 ４ ２ ― ０ ３ 

 

三カ月以上

延滞債権 

令和６年８月末 ― ― ― ― ― 

令和６年２月末 ― ― ― ― ― 

貸出金緩和

債権 

令和６年８月末 ２ ２ ― ０ ２ 

令和６年２月末 ４ ２ ― ０ ３ 

小 計 

令和６年８月末 ６４７ ２８５ １７１ １９０ ６４７ 

令和６年２月末 ６３８ ２８５ １４９ ２０２ ６３６ 

正 常 債 権 

令和６年８月末 ３１，７３７     

令和６年２月末 ３１，４６１     

合 計 

令和６年８月末 ３２，３８４     

令和６年２月末 ３２，０９９     

（注）令和６年８月末の計数は、次の方法により算出しています。 

１. 各債権区分額は、令和６年２月末時点の債権額を基準として、令和６年８月末時点の残

高に修正しています。 

 ２. 令和６年２月末から令和６年８月末までの間に、債務者区分の変更が必要と認識した先

については、８月末時点の債務者の状況に基づき債権区分を変更しています。 
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２．単体自己資本比率（国内基準適用） 

 

令和６年２月末 令和６年８月末（推計値） 

２３．８５％ ２６．１０％ 

 

自己資本比率とは、金融機関の安全性・健全性を示す指標のひとつです。 

当ＪＡの自己資本比率については、国内基準４％および国際統一基準８％を大きく上 

回っており、安心してご利用いただける健全な財務内容となっております。 

 

【自己資本比率の算出方法について】 

   平成２６年度末より、新たに適用された基準（バーゼルⅢ）に基づいて、自己資本

比率の算出を行っています。 

出資金や法定準備金、諸積立金等の総額（基礎項目）から無形固定資産や繰延税金

資産等の総額（調整項目）を除いた額（自己資本の額）を分子、それぞれの信用リス

ク（資産の価値が毀損する危険性）の割合に応じて設定された掛け目（リスク・ウェ

イト）を乗じた資産の額にオペレーショナル・リスク相当額（組合の運営上、偶発的

に発生するおそれがある費用負担）を８％で除した額を加えた総額を分母とします。 

 

 

 

 

（注）令和６年８月末の自己資本比率については、令和６年２月末のオペレーショナル・リスク

相当額、並びに８月末の自己資本総額、信用リスク・アセット推計値に基づき算出しています。 

 

３．主要勘定の状況  

（単位：百万円） 

勘定 令和５年８月末 令和６年２月末 令和６年８月末 

貯金 １２３，４２０ １２４，２５０ １２２，３８０ 

貸出金 ３３，００８ ３２，０７６ ３２，３５３ 

預け金 ８０，８９１ ８０，９７４ ７８，７３８ 

有価証券 １０，９６２ １１，３４９ １２，７３１ 

 

自己資本比率＝
信用リスク・アセットの額の合計額＋オペレーショナル・リスク相当額の合計額を８％で除して得た額

自己資本の額（コア資本にかかる基礎項目の額－コア資本にかかる調整項目の額）



- 8 - 

 

４．有価証券等時価情報  

 

（１） 有価証券の時価情報等                            

（単位：百万円） 

区分 
令和６年２月末 令和６年８月末 

帳簿価額 時価 評価損益 帳簿価額 時価 評価損益 

売買目的 － － － － － － 

満期保有目的 － － － － － － 

その他 １２，４９１ １１，３４９ ▲１，１４２ １３，７７０ １２，７３１ ▲１,０３８ 

合計 １２，４９１ １１，３４９ ▲１，１４２ １３，７７０ １２，７３１ ▲１,０３８ 

 （注）１．時価は基準月末日における市場価格等に基づいています。 

    ２．帳簿価額は償却原価法適用後の帳簿価額を記載しています。 

     

（２） 金銭の信託の時価情報等 

 

該当する取引はありません。 

 

（３） 金融先物取引等、金融等デリバティブ取引、有価証券店頭デリバティブ取引 

 

該当する取引はありません。 

以上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ Ａ み な み 魚 沼 

マスコットキャラクター 

 


